
 
技術資料 No.047 

 

触媒向け三酸化アンチモン PATOX-C 
 
ポリエステル重合触媒としての三酸化アンチモンは他の触媒と比べ、安価であり、また合

成されたポリエステルが着色しにくいという特性があります。 
当社 PATOX-C は、ポリエステル製造反応の触媒作用に特化した特別グレードで、本製品

は、当社が 40 年以上にわたる研究と改良への取り組みの結果として開発したもので、国内

外で多数の適用実績を持っています。 
 

表 触媒向け三酸化アンチモン PATOX-C 品質規格 

品質特性 規格値 

Ｓｂ2Ｏ３ ％ ９９．７以上 

Ａｓ   ％ ０．０５以下 

Ｐｂ   ％ ０．００６以下 

Ｆｅ    ％ ０．００３以下 

Cu    ％ ０．００１以下 

Ni    ％ ０．００１以下 

Cl    ％ ０．００１以下 

SO４   ％ ０．０１以下 

色調 Ｌ＊ ９３．０以上 

粒径 μm ０．８０～１．８０ 

濁度（塩酸）※ １２以下 

※カオリン分散液のカオリン濃度（ppm）に相当する濁度を基準とし、PATOX-C 1.5g を 

30mL の塩酸に溶解して得られる濁度を数値化しています。 

特性 
ポリエステル重合触媒としての三酸化アンチモンは Ge 系触媒と比べ安価であり、Ti 系触

媒と比べ安価で着色しにくいという性質を持っています。三酸化アンチモンがポリエステ

ル重合に用いられる際は、エチレングリコールに溶解される場合多いですが当社 PATOX-C 
はエチレングリコールに対する溶解性が非常に優れており、溶解後にほとんど残渣が残り

ません。そのため、ポリエステル製造プロセス中に三酸化アンチモン起因のメッシュ等の

詰まりが発生せず、メンテナンスが容易に行えるという利点があります。 
また、本グレードを使用して製造されたポリエステルチップや繊維は、色ムラが極めて少

なく、製品の着色が非常に安定しており、繊維における「切れ」の問題が発生しにくいで

す。 
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